
確
認
し
た
上
で
別
個
の
問
題
に
ス
ラ
イ
ド
し
つ
づ
け
る
と
い
う
の
が
、
本
書
の

示
す
低
祖
の
内
実
で
あ
る
と
い
っ
て
.
も
よ
い
。
本
書
を
通
じ
て
浮
上
す
る
も
の

と
は
、
そ
の
意
味
で
、
あ
る
整
合
的
な
論
理
体
系
の
上
に
成
立
す
る
(
論
)
で

ぁ
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
ひ
と
つ
の
壮
大
な
(
問
題
系
)
で
あ
り
、
そ
れ
と
範
列

的
に
関
わ
る
事
例
の
連
な
り
で
あ
る
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
問

題
系
自
体
が
抱
え
も
つ
意
味
の
重
さ
は
再
度
確
認
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
し
、
多

角
的
な
視
座
の
中
に
作
品
に
即
し
た
具
体
性
を
と
も
な
っ
て
そ
れ
を
提
示
し
得

た
こ
と
こ
そ
が
、
研
究
史
に
お
い
て
本
書
が
担
う
べ
き
位
置
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

(
一
九
九
七
年
十
一
月
刊
　
A
5
判
二
八
四
貢
　
六
、
六
〇
〇
円
　
岩
波
書
店
)

「
慶
應
義
塾
大
学
教
授
　
-

紹
　
介

国
語
研
究
論
集
瀾
集
.
委
員
会
編
『
咽
竃
舶
領
地
国
語
研
究
論
集
』

東
京
大
学
文
学
部
の
国
語
研
究
室
が
、
一
八
九
七
年
(
明
治
三
十
年
)
に
創

設
さ
れ
て
以
来
、
一
九
九
七
年
の
平
成
九
年
を
以
て
・
百
周
年
を
迎
え
た
と
い

、つ。

こ
の
百
年
の
間
に
、
「
国
語
研
究
室
」
が
、
わ
が
国
の
近
代
国
語
学
の
基
礎

を
築
き
そ
の
発
展
充
実
に
果
し
た
役
割
の
大
な
る
に
思
い
を
致
し
、
先
ず
は
慶

祝
の
意
を
表
す
と
共
に
、
薪
の
道
に
繋
竺
学
徒
と
し
て
感
謝
の
念
を
捧
げ
た

林

　

芳

　

規

い
。本
論
文
集
は
、
こ
の
百
周
年
を
記
念
し
て
、
「
先
人
の
労
苦
を
偲
ぶ
と
と
も

に
、
二
十
一
世
紀
を
迎
え
よ
う
と
す
る
新
し
い
出
発
の
た
め
に
」
(
序
文
抽
企

画
・
縮
輯
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
国
語
研
究
室
を
運
営
さ
れ
た
学
博
と
こ
こ
で

学
び
巣
立
っ
た
学
究
を
主
と
し
、
非
常
勤
講
師
と
し
て
講
延
に
立
た
れ
た
積
学

を
加
え
て
、
総
勢
七
十
名
に
よ
る
七
〇
符
の
論
考
を
収
め
て
い
る
。
縦
組
論
文

tosho-seibi-repo
長方形



一
〇
七
八
貢
、
横
組
論
文
二
六
一
頁
、
計
一
三
四
〇
貢
に
及
ぶ
大
冊
で
あ
る
。

巻
首
に
は
、
創
設
者
の
上
田
萬
年
博
士
の
遺
影
を
始
め
、
「
帝
国
大
学
文
科
大

学
に
国
語
研
究
室
を
興
す
へ
き
俵
」
な
る
議
案
の
草
稿
(
写
し
)
と
時
枝
誠
記

博
士
の
解
説
文
の
転
載
(
ヨ
国
語
学
』
第
三
一
緒
、
注
は
古
田
東
朔
氏
)
を
掲
げ
て

あ
る
。国
語
研
究
室
の
関
係
者
に
係
る
論
文
集
は
既
に
何
冊
か
公
刊
さ
れ
て
い
る

が
、
創
設
か
ら
半
世
紀
を
経
て
企
画
・
絹
輯
さ
れ
た
『
國
語
學
論
集
』
(
橋
本
博

士
還
暦
記
念
含
絹
、
昭
和
十
九
年
刊
)
は
、
上
田
萬
年
博
士
の
後
を
承
け
た
橋
本

進
音
博
士
の
華
甲
と
退
官
を
機
に
、
門
下
生
と
学
界
の
知
友
に
よ
る
五
五
篇
を

収
め
二
〇
五
〇
貢
に
及
ぶ
大
冊
で
あ
っ
た
。
創
設
か
ら
百
年
の
」
そ
の
相
半

ば
に
お
け
る
国
語
研
究
室
を
め
ぐ
る
国
語
学
の
趨
勢
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来

る
。
′
そ
こ
で
、
そ
の
『
国
語
學
論
集
』
と
比
較
す
る
と
い
う
仕
方
で
、
こ
の
度
の

『
国
語
研
究
論
集
』
を
紹
介
し
て
み
た
い
。
先
ず
は
、
こ
の
百
年
の
後
半
五
十

年
間
に
お
け
る
国
語
研
究
の
動
向
の
一
面
が
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
一
に
、
執
筆
者
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
大
き
く
入
れ
替
っ
て
い
る
。
両

論
集
に
共
に
執
筆
し
て
い
る
の
は
金
田
一
春
彦
博
士
・
真
下
三
郎
教
授
の
お
二

方
だ
け
で
あ
る
。

第
二
に
、
従
っ
て
、
取
上
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
異

な
.
っ
て
い
る
。
こ
の
度
の
『
国
語
研
究
論
集
』
の
各
論
考
は
、
そ
の
取
扱
っ
た

事
象
に
よ
り
、
大
凡
、
時
代
別
に
、
奈
良
時
代
語
か
ら
現
代
語
へ
と
配
列
し
て

ノ

あ
る
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
線
で
眺
め
る
と
、

1
、
現
代
語
の
論
考
の
全
論
考
に
占
め
る
比
率
が
、
二
割
五
分
か
ら
三
割
五
分

へ
と
大
き
く
な
っ
て
い
を
。

2
、
こ
れ
に
は
、
執
筆
者
に
外
国
人
研
究
者
が
新
た
に
加
わ
っ
た
こ
と
も
係
わ

っ
て
い
る
。

3
、
現
代
日
本
語
を
扱
っ
.
た
論
考
は
、
文
法
論
が
多
く
、
外
国
語
と
そ
の
理
論

の
影
響
が
見
ら
れ
る
。

4
、
現
代
語
の
方
言
に
つ
い
て
の
論
考
が
二
論
文
に
半
減
し
た
。

5
、
現
代
語
の
論
考
の
占
め
る
比
率
が
大
き
く
な
っ
た
の
と
相
対
的
に
、
古
代

語
・
中
世
語
の
論
考
の
比
率
が
五
割
五
分
か
ら
三
割
へ
と
小
さ
く
な
っ
た
。

6
、
特
に
、
.
い
わ
ゆ
る
中
世
語
と
さ
れ
る
、
院
政
・
鎌
倉
時
代
語
に
つ
い
て

は
、
こ
の
時
代
の
用
語
に
言
及
し
た
も
の
も
若
干
は
あ
る
が
、
真
正
面
か
ら

取
上
げ
た
論
考
は
皆
無
と
な
っ
た
。

7
、
又
、
室
町
時
代
語
の
論
考
も
七
絹
か
ら
二
編
に
減
っ
た
。

8
、
反
面
、
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
の
近
代
語
、
特
に
現
代
語
の
直
接

源
流
に
当
る
言
語
に
つ
い
て
の
論
考
が
新
た
に
加
わ
り
、
十
余
編
が
教
え
ら

れ
る
。

の
諸
点
が
、
五
十
年
前
の
『
國
語
學
論
集
』
に
対
す
る
主
な
異
な
り
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
。

第
三
に
、
対
象
と
す
る
日
本
語
へ
件
ア
プ
ロ
ー
チ
に
相
違
が
認
め
ら
れ
る
も

の
が
生
じ
た
・
あ
の
『
国
語
學
論
集
』
で
は
、
総
じ
で
、
過
去
の
文
献
を
対
象
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と
し
て
は
ド
ゥ
ア
ッ
ク
カ
、
方
言
を
始
め
現
代
語
を
対
象
と
し
て
も
ド
ゥ
ア
ル

カ
と
い
う
、
実
態
の
解
明
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
『
国
語
研
究
論

集
』
に
お
い
て
も
、
奈
良
時
代
語
を
扱
っ
た
論
考
の
一
部
、
平
安
時
代
語
・
室

町
時
代
語
及
び
現
代
語
方
言
を
対
象
と
す
る
論
考
は
同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採

っ
て
い
る
。
特
に
江
戸
時
代
と
明
治
時
代
の
言
語
を
対
象
と
し
た
十
数
笛
は
い

ず
れ
も
こ
の
仕
方
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
二
つ
の
時
代
語
が
、
文
字
表
記
・

音
韻
・
語
法
・
語
彙
、
資
料
発
掘
、
外
国
資
料
と
の
比
較
等
に
お
い
て
、
今
後

も
そ
の
実
態
の
解
明
さ
れ
る
余
地
の
少
な
く
な
い
こ
と
を
語
る
も
の
で
あ
ろ

ー
つ
。

こ
れ
に
対
し
て
、
現
代
語
の
特
に
文
法
を
扱
っ
た
十
数
編
は
、
広
範
な
現
代

語
の
事
象
の
中
か
ら
或
る
面
を
切
取
っ
て
、
条
件
を
設
け
た
り
新
視
点
を
導
入

し
た
り
し
て
細
密
に
分
類
し
て
行
く
と
い
う
、
い
わ
ば
ド
ゥ
ト
ラ
エ
ル
カ
の
傾

向
が
強
く
現
れ
て
い
る
。
内
省
が
可
能
で
あ
る
反
面
、
文
献
の
言
語
に
対
し
て

は
〝
無
限
″
と
も
見
え
る
現
代
語
を
対
象
と
す
る
場
合
、
分
類
が
益
々
精
緻
に

な
っ
て
行
く
の
は
当
然
の
成
行
き
と
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
う
細
分
類
さ
れ
た
一

語
、
一
語
を
積
為
重
ね
て
現
代
日
本
語
の
文
法
体
系
を
ド
ゥ
記
述
し
そ
れ
に
ド

ゥ
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
の
か
、
限
ら
れ
た
紙
数
の
論
考
か
ら
は
見
え
て
来
な

い
の
は
止
む
を
得
な
い
と
こ
ろ
か
。
ド
ゥ
解
釈
ス
ル
カ
は
、
平
安
時
代
の
和
文

や
字
音
資
料
の
解
釈
や
漢
語
解
義
の
諸
論
考
に
も
見
ら
れ
新
し
い
傾
向
で
あ
る

が
、
奈
良
時
代
語
の
論
考
の
中
に
は
、
関
連
す
る
幾
つ
か
の
事
象
を
通
し
て
ド

ゥ
合
理
的
二
説
明
ス
ル
カ
が
又
新
し
い
仕
方
と
し
て
見
ら
れ
る
。
奈
良
時
代
語

に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
文
献
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
ド
ゥ
ア
ッ

ク
カ
の
実
態
が
相
当
程
度
に
解
明
さ
れ
た
と
い
う
認
識
に
立
つ
の
で
あ
ろ
う

が
、
人
麿
歌
集
を
古
体
歌
・
新
体
歌
・
作
歌
に
分
析
し
て
、
そ
の
表
記
と
用
法

の
綿
密
な
考
察
に
よ
り
助
動
詞
ケ
リ
の
意
味
を
再
検
討
す
る
と
い
う
よ
う
な
追

及
が
ま
だ
ま
だ
望
ま
れ
る
。

五
十
年
前
の
『
國
語
學
論
集
』
は
、
「
国
語
研
究
室
」
が
文
献
国
語
史
を
課

題
に
.
実
証
的
研
究
を
骨
子
と
し
て
歩
ん
で
来
た
こ
と
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
の
中
に
は
、
例
え
ば
、
金
田
一
春
彦
博
士
の
ア
ク
セ
ン
ト
史
、
東
候
捜

教
授
の
方
言
学
、
春
日
政
治
博
士
の
訓
点
語
研
究
の
論
考
の
よ
う
に
、
そ
の

後
、
国
語
学
の
新
分
野
を
開
拓
す
る
こ
と
に
な
っ
た
好
論
が
既
に
現
れ
て
い

た
。翻
っ
て
、
こ
の
百
年
の
前
半
五
十
年
間
に
も
目
を
配
り
、
国
語
研
究
に
新
分

野
を
開
拓
し
た
諸
業
績
を
、
そ
の
契
機
と
い
う
点
か
ら
型
と
し
て
把
え
て
見
る

と
、
三
つ
の
型
が
得
ら
れ
る
。
第
一
の
型
は
他
分
野
の
学
問
の
影
響
で
あ
り
、

第
二
の
型
は
偶
然
に
良
い
も
の
を
発
見
す
る
こ
と
、
但
し
タ
ナ
ポ
タ
で
は
な

く
、
〝
偶
然
は
用
意
の
出
来
て
い
る
も
の
し
か
助
け
な
い
″
を
前
提
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
第
三
の
型
は
研
究
対
象
を
分
析
的
に
把
え
て
そ
れ
ぞ
れ
を
独
立
し

た
分
野
と
し
て
見
据
え
る
こ
と
で
あ
る
。
国
語
研
究
室
を
創
設
さ
れ
た
上
田
萬

年
博
士
が
西
欧
の
言
語
学
に
よ
り
国
語
史
の
新
分
野
を
拓
か
れ
た
の
は
第
一
の

型
で
あ
り
、
東
條
操
教
授
が
方
言
研
究
史
の
近
代
を
拓
か
れ
た
の
も
こ
れ
に
入

る
。
上
田
博
士
の
後
を
承
け
た
橋
本
逸
書
博
士
が
い
わ
ゆ
る
上
代
特
殊
仮
名
道
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を
再
発
見
し
上
代
語
の
研
究
l
こ
新
分
野
を
拓
か
れ
た
の
は
第
二
の
型
で
あ
る
.
。

時
枝
誠
記
博
士
の
後
を
承
け
た
松
村
明
教
授
が
、
国
語
史
を
時
代
別
に
記
述
す

る
趨
向
の
中
で
、
江
戸
時
代
語
か
ら
は
幕
末
の
言
語
を
、
近
代
語
か
ら
は
明
治

時
代
の
言
語
を
取
出
し
て
近
代
語
研
究
に
力
を
尽
さ
れ
た
の
も
、
築
島
裕
博
士

が
平
安
時
代
語
の
中
か
ら
漢
文
訓
読
語
を
折
出
し
て
和
文
語
と
区
別
し
そ
の
体

系
を
記
述
さ
れ
た
の
も
第
三
の
型
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
伝
統
の
厚
み
と
重
み
の
上
に
、
こ
の
百
周
年
記
念
の
『
国
語
研

究
論
集
』
が
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
中
に
は
、
次
の
百
年
間
に
向
け
て
、
新
し
い

分
野
を
開
拓
す
る
で
あ
ろ
う
芽
も
含
ま
れ
て
い
る
や
に
見
え
る
が
、
そ
れ
が
真

の
新
大
陸
と
し
て
豊
鏡
に
な
る
為
に
、
個
々
の
学
究
の
療
進
に
期
待
す
る
所
大

で
あ
る
。

(
平
成
十
年
二
月
刊
　
A
5
判
一
、
三
六
四
貢
　
三
五
、
〇
〇
〇
円
　
汲
古
書
院
)

1
-
・
-
広
島
大
学
名
誉
教
授
1
-

新
　
刊
　
紹
　
介

自
氏
文
集
と
国
文
学
　
新
楽
府
・
嚢
中
吟
の
研
究

近
藤
春
雄
著

白
楽
天
の
国
文
学
に
お
け
る
影
響
に
つ
い
て
の

諸
論
考
。
諷
喩
詩
と
国
文
学
、
新
楽
府
と
国
文

学
、
秦
中
吟
と
国
文
学
、
五
妃
曲
と
国
文
学
、
干

将
英
邪
と
国
文
学
、
任
氏
行
と
国
文
学
、
長
恨
歌

画
意
に
つ
い
て
か
ら
成
る
。
巻
末
に
語
彙
累
引
を

付
す
。
(
平
成
二
年
十
一
月
刊
　
A
5
判
五
四
〇
ペ
ー
ジ
　
明

治
書
院
)

播
磨
国
新
宮
川
嶋
家
俳
話
資
料
集

竹
下
喜
久
男
編

兵
庫
県
揖
保
郡
新
嘗
町
船
渡
川
嶋
家
所
蔵
俳
語

資
料
の
目
録
お
よ
び
翻
刻
を
収
め
る
。
由
良
雄
・

花
蜂
・
亀
孫
・
桐
花
ら
一
族
の
俳
人
の
年
譜
、
書

簡
集
、
川
嶋
家
蒐
集
短
冊
目
録
の
他
、
別
冊
で
亀

孫
編
『
木
の
葉
の
秋
』
の
影
印
を
収
め
る
。
(
平
成

五
年
三
月
刊
　
A
5
判
一
四
六
・
九
四
ペ
ー
ジ
　
新
宮
町
教
育
委

員
会
)
鎌
倉
文
庫
と
文
芸
雑
誌
「
人
間
」
小
田
切
進
監
修

I
　
「
人
間
」
解
説
、
Ⅱ
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
鎌
倉

文
庫
と
「
人
間
」
、
Ⅲ
『
人
間
』
時
代
、
Ⅳ
「
人

間
」
総
目
次
か
ら
成
る
。
鎌
倉
文
庫
出
版
リ
ス

ト
・
鎌
倉
文
庫
参
考
文
献
・
「
人
間
」
挿
画
家

名
栗
引
・
「
人
間
」
著
者
名
栗
引
を
付
す
。
(
平
成

五
年
三
月
刊
　
A
5
判
三
一
六
ペ
ー
ジ
　
八
、
0
0
0
円
　
大
空

社
)正
岡
子
規
評
倖
　
　
　
　
　
　
　
小
林
高
壽
著

第
一
部
子
規
終
焉
と
そ
の
後
、
第
二
部
子
規
の

風
土
、
第
三
部
子
規
庵
界
隈
の
研
究
　
明
治
短
歌

史
上
に
於
け
る
若
干
の
事
実
と
指
摘
か
ら
成
る
。

(
平
成
六
年
一
月
刊
　
A
5
判
四
七
四
ペ
ー
ジ
　
五
、
0
0
0
円

丘
書
房
)

春
水
人
情
本
と
近
代
小
説
　
　
　
　
丸
山
茂
著

日
本
近
代
の
諸
小
説
と
、
江
戸
時
代
末
期
の
小

説
で
あ
る
為
永
春
水
の
人
情
本
と
の
影
響
関
係
に
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